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１．はじめに：体育における「非言語的コミュニケーション」
本研究の目的は、体育における「非言語的コミュニケーション」の構造を解明することである。これに
より、子どもを身体のレベルで変容させる手掛かりが得られる。この変容は、やりとりの希薄化という問題
の解決に向けて不可欠な事柄であるといえる。また、この構造を解明することは、現代社会とその課題にお
ける体育の独自性を示すことにもなろう。なお、本研究は、文献研究を方法とし、主に、ヒューバート・L
・ドレイファスの示す身体論及びモーリス・メルロ＝ポンティ、エマニュエル・レヴィナス、さらに両者の
他者論を検討している屋良朝彦の他者論を参照する。
やりとりの希薄化という問題を解決するためには、対面で他者とやりとりできる必要があると考えられよ
う。なぜなら、私たちは対面においてやりとりする際、言語の意味だけではなく、身体で感じられる非言語
的な事柄を受け取りつつ発しているからである。ゆえに、この非言語的やりとりに着目することが、問題を
解決する手掛かりになると考えた。
従来、体育には社会性や協調性の育成、つまり、他者とやりとりする能力の向上が求められてきたといえ
る。しかし、体育におけるやりとりする能力それ自体が如何なるものなのかについては、これまで十分に明
らかにされていない。ゆえに、体育における非言語的やりとりの重要性が示唆されてきたものの、それを実
践することは困難であったといえる。
２．問題の所在：現代社会における学校体育の課題
現代社会が抱える無縁社会という問題に着目し、その根本的な原因を検討した。これにより、その問題の
原因として、対面で他者とやりとりする機会の減少が示された。また、この希薄化という問題を解決するた
めになされてきた取り組みを概観し、教育現場における心のケアや心の教育が根本的な問題の解決に至って
いないことを指摘した。このことは、他者とやりとりする能力の育成を担う体育においても同様に指摘され
た。これを踏まえ、今日の体育の課題を次のように示した。すなわちそれは、非言語的レベルで捉えられる
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身体を手掛かりとし、新たな視座を見出すことである。
３．非言語的コミュニケーションの必要性
ドレイファスの論考を参照し、新たな視座としての身体性を、他者とのやりとりが成り立つために不可欠
な身体の働きであることを示した。この視座を用いて、テレプレゼンス（遠隔現前）と対面の双方における
他者とのやりとりを比較検討し、その差異として「リアリティの感覚」を提示した。これは、身体を基盤と
しているゆえに「身体のリアリティ」として捉えることができる。この「身体のリアリティ」の欠如を、や
りとりの希薄化の原因として指摘した。
したがって、やりとりの希薄化という問題を解決するためには、心の教育による変化、言語能力や体力の
向上だけではなく、身体それ自体の変容が必要であることを示した。また、この変容には「言語以前のから
だ」の次元、すなわち非言語的コミュニケーションが不可欠であることが明らかになった。
４．非言語的コミュニケーションの構造
他者との非言語的やりとりを「非言語的コミュニケーション」として捉え、身体が有する知覚の働きに着
目することにより、その構造を考察した。瀧澤によれば、運動習得に不可欠な「身体的対話」において知覚
の働きが重要となる。この働きとは、対象を能動的に受け取ることである。これを踏まえ、「非言語的コミ
ュニケーション」の構造を検討した。これにより、その構造を成り立たたせている要素として、次の3つが
示された。まず、私たちのやりとりを可能にする、根源的なつながりである「癒合的社会性」が示された。
次に、他者を多様に捉えるための「表情による知覚」を示し、最後にこの「表情による知覚」の作用に不可
欠となる「身体の感受性」を示した。これらの関係性を整理し、「非言語的コミュニケーション」の構造を
示した。すなわち、「癒合的社会性」を共通の背景とし、個々の主体が「身体の感受性」を基盤とする「表
情による知覚」により対象を多様に捉えている、という構造が成り立っているのである。
５．結論：体育における「非言語的コミュニケーション」の構造
以上の考察から「非言語的コミュニケーション」が、体育において如何なる構造を持ちうるのかを検討し
た。まず、スポーツ実践をその特徴とする体育には、身体の変容、すなわち身体を教育する可能性があるこ
とを明らかにした。なぜなら、身体の変容はスポーツ実践によって起こりうるからである。加えて、このス
ポーツ実践に着目し、他者と共に運動する中で生ずる視線触発、競争性、協調性を体育の特性とした。視線
触発とは、接触といった他者とのやりとりの契機となるものである。また、体育における競争性や協調性は、
身体の教育という特性のもとに成り立つゆえに、競技スポーツにおける競争性や協調性とは異なるといえよ
う。このような競争性と協調性における自己と他者の関係性については、身体のレベルにおける「非言語的
コミュニケーション」が成立しているといえる。
これを踏まえ、体育における「非言語的コミュニケーション」の構造を検討した。まず、「癒合的社会性」
を基盤とし、スポーツ実践における視線触発が生じることを示した。次に、他者の言動を受け取るために「身
体の感受性」が作用し、他者との対話を可能にする「表情による知覚」について明らかにした。また体育は、
多面的で動的な場であるゆえに、他者が多様な表情を有していると考えられる。ゆえに、そのような他者を
捉えるために「表情による知覚」が不可欠であることを示した。したがって、体育における「非言語的コミ
ュニケーション」の構造は、多面的な状況で、視線触発、競争性や協調性という新たな要素を含み、変容し
ていることを提示した。この変容された構造は、スポーツ実践を特徴とする体育においてこそ起きうること
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であり、それは「非言語的コミュニケーション」を促すと考えられる。
また、体育における「非言語的コミュニケーション」の構造を解明することによって、身体の変容につい
ての手掛かりが得られたといえる。この変容は、「身体のリアリティ」の欠如という問題を解決するために
有効なものである。身体の変容には、単なるスポーツ実践ではなく、視線触発や「表情による知覚」といっ
た「非言語的コミュニケーション」の要素に着目する必要性が示された。これと同時に、体育の独自性が提
示されたといえよう。すなわち、体育の独自性とは、他者と共に運動することにより、他者と身体のレベル
でやりとりする能力を育む可能性を有していることである。
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